
２．事業実施状況

実施時期 実施場所等 実　　　施　　　内　　　容

Ⅰ 　総合事業

１. 総会の開催 ５月２５日 ふれ愛支援C 令和５年度定時総会

2. 理事会の開催 ４月27日 ふれ愛支援C
第１回　令和４年度事業決算、総会計画
　　　　　令和４年度会計監査

５月２５日 ふれ愛支援C 第２回　役員構成について

７月２６日 ふれ愛支援C 第３回　各種報告、当面の諸問題

１１月２８日 ふれ愛支援C
第４回　令和５年度上半期事業実施状況、
　　　　予算執行状況、令和６年度計画・
　　　　予算（素案）

３月２１日 ふれ愛支援C 第５回　令和６年度事業計画・予算

５月２９日 新潟市 事務局長会議

６月２０日 新潟市 令和５年度定時総会(理事長、事務局長）

６月２７日 魚沼市 連合会安全パトロール（委員長・事務局）

６月２９日 新潟市 安全適正就業推進研修会（委員長・副委員長・
事務局）

９月１３日 新潟市 インボイス研修会（ｵﾝﾗｲﾝ）

１０月１１日 新潟市 事務局長会議（会員研修旅行のため欠席）

11月２日 長岡市 地区別役員研修会(理事・監事９人）

１１月１４日 新潟市 派遣・請負業務担当者研修会（ｵﾝﾗｲﾝ）

１月１２日 新潟市 会計担当者研修会

１月31日 新潟市 事務局長会議

2月１６日 新潟市
福祉・家事援助サービス担当者研修会
（ｵﾝﾗｲﾝ）

２月２７日 新潟市 派遣・請負業務担当者研修会（ｵﾝﾗｲﾝ）

６月２２日 東京都 令和５年度定時総会　（委任状）

２月１３日
　　～１４日

東京都 令和５年度中堅職員研修（事務局出席）

７月 ２０日 新潟県 令和５年度定期総会、役員・事務局長研修
（理事長出席）

１１月２１日
　　～２２日

湯沢町
NASPAﾆｭｰｵｰﾀﾆ

北信越ブロック県連合・活動拠点職員研修
会・経験交流会（事務局出席）

6. 魚沼地区連絡会議の開催

　理事長・局長会議 ３月１日

　職員会議 １０月２７日

7. 市町に対する支援要請 ８月１８日 全シ協「決議」の早期実現について要望

12月６日 補助金等支援の継続維持について要望

８. 南魚沼市ふれ愛支援セン
ターの適正な管理運営

年　　間 ふれ愛支援C
指定管理者として、市と連携のうえ適正な
管理運営を行なった。

９. 事務所長会議の開催 毎月１回 ふれ愛支援C 翌月の事業計画、当面の諸問題の検討等

10. 関係機関との連携 ９月２１日 市　内 安全運転管理者講習受講

全国シルバー人材セン
ター事業協会関係会議等

4.

事　　　業　　　名

新潟県シルバー人材セン
ター連合会関係会議等

３.

5. 北信越シルバー人材セン
ター連絡協議会関係会議
等

南魚沼市、湯
沢町

各センター
小千谷市、十日町地域、魚沼市、南魚沼の
各センター持ち回りで事業運営全般につい
て討議、意見交換



実施時期 実施場所等 実　　　施　　　内　　　容事　　　業　　　名

Ⅱ　総務委員会事業

１. 総務委員会の開催 ４月２０日 ふれ愛支援C 第１回　令和４年度事業決算、総会計画

６月２８日 ふれ愛支援C 第２回　状況報告ほか

１１月２１日 ふれ愛支援C
第３回　令和５年度上期事業実施状況、
　　　　　令和６年度事業計画（素案）

３月１４日 ふれ愛支援C
第４回　令和６年度事業計画・予算（案）編
成

2. 「シルバーの日」実施打合
会

８月～９月 各事務所
奉仕活動の具体的実施内容、役割分担協
議

3. 新入会員入会説明会 毎月１回 ふれ愛支援C

理事１名と事務局長が担当。R6年3月から
WEB入会システムを導入した。
参加者計74人、うちWEB入会５人
（前年度93人）

4. センター事業の普及啓発

①　奉仕活動 １０月１７日

越後湯沢駅 湯沢町地区会員　２０人　（22人）

塩沢中央公園 塩沢地区会員　　３７人　（40人）

魚沼丘陵駅 六日町地区会員　　５人　（10人）

五日町駅 六日町地区会員　　５人　（８人）

六日町駅 六日町地区会員　１７人　（24人）

浦佐駅周辺 大和地区会員　　１７人　（19人）

②　広報紙等 ９月～10月
南魚沼市、湯
沢町

管内市町の広報紙に掲載を依頼した。

5. 地域連絡員研修会 中止

6. 女性部会の開催

体操教室・ランチ会 ４月18日 ふれ愛支援C 体操の後にランチ会　参加者１７人

第１回幹事会 ６月５日 ふれ愛支援C 令和５年度活動計画について

防災教室＆パッククッキン
グ

９月１４日 ふれ愛支援C
講話「ハザードマップの見方」、カセットコン
ロと袋を使ってパッククッキングの実践
参加者１９人

第２回幹事会 １０月３日 ふれ愛支援C
令和５年度前期事業報告
令和６年度事業計画

日帰りバスツアー １０月３１日
開山堂・魚沼
醸造・三国川
ダム　ほか

知っているようで意外と知らない魚沼探
訪。魚沼新発見の旅。参加者２１人

第３回幹事会 ２月２０日 ふれ愛支援C
令和５年度事業報告
令和６年度事業計画

7. 賛助会員の入会促進 年　間
事務局（所）・
役員

年間を通じ発注の多い事業所、団体に対し
訪問又は文書により加入を促進した。
年度末現在３８団体

8. 会員の育成と資質の向上 年　間
会議、講習会、
打合せ会等

会員として基本理念の理解と資質向上のた
めに、説明会時の役員からの指導、講習会
や奉仕活動等の機会を捉えて取組んだ。

9. 会員登録継続意思の確認 １月～３月 事務局（所） 会費未納会員に対し意思確認を行った。

女性会員の確保と就業機会の拡大を図るため、各種事業及び幹事会を開
催した。

「シルバーの日」を活用して管内一斉に実施
参加者計１０１人（前年度123人）



実施時期 実施場所等 実　　　施　　　内　　　容事　　　業　　　名

Ⅲ　業務・安全対策委員会関係事業

６月１５日 ふれ愛支援C 第１回　令和５年度事業の取組

１０月２４日 〃 第２回　上半期事業の実施状況等

２月２１日 〃 第３回　令和６年度事業計画（案）の策定

２. 就業機会の開拓 年　間 管内全域
就業機会開拓班による訪問活動の実施、会
員１人１件開拓運動、市町の広報紙、「シル
バーだより南魚」、独自チラシ等により就業
開拓を推進した。

3. 派遣事業
（高齢者活用・現役世代
雇用サポート事業）

年　間 管内全域

現役世代の雇用環境向上のために、人手
不足分野等の就業機会の開拓・マッチング
を図るとともに高齢者の活躍を推進した。
就業延人員目標　１８，０００人日
　　　　〃　　実績　１５，８４０人日

4. 派遣会員講習会 年間（8回） ふれ愛支援C

派遣就業会員に対して派遣就業の仕組み
の講習を行い円滑な業務執行を図った。
4/26， 5/16， 6/28， 7/11， 8/22，
9/12， 10/31， 11/15

5. 職業紹介事業 年　間 管内全域
高齢者の再就職促進と事業所の人手不足
解消のため、職業紹介事業に取組んだ。

6.
地区役員・連絡員等合同
会議の開催

六日町地区 １月２４日 ふれ愛支援C 参加者　３２人

大和地区 ２月　７日 大和公民館 参加者　２３人

塩沢地区 ２月２２日
塩沢老人福祉
センター

参加者　１５人

湯沢町地区 ２月１５日 楽町会館 参加者　１２人

7. 地区懇談会の開催

大崎地区 2月１９日 農業会館 参加者　１０人

城内地区 ２月２７日
城内地域開発
センター

参加者　１１人

塩沢地区 ３月　７日
塩沢老人福祉
センター

参加者　１７人

大巻地区 ３月１５日
大巻地域開発
センター

参加者　11人

湯沢町地区 ３月２７日 楽町会館 参加者　15人

8. シルバーふれ愛農園事業 年　間 管内全域
当地域の基幹産業である農業の人手不足
解消の一助となるよう、就業会員の確保に
努めた。

9.
南魚沼ふれ愛サポート事
業の推進

①　生活支援サービス 年　間 管内全域
清掃、食事作り、洗濯、通院の付き添い等
の日常生活サポート及び屋内外の整備、修
繕、除草、雪囲い、除雪、簡単な修繕等
・利用件数　６０７件　（前年度678件）

②　新総合事業 年　間 管内全域
介護保険事業の要支援利用者の清掃、買
い物、話し相手等の日常生活サポート
・利用件数　４９５件　（前年度457件）

新会員の確保や就業の促進、安全就業について会員と役員等が意見交
換を行った。

就業にかかる問題点、安全対策、事務局（所）の連携について、問題提起
と意見交換を行った。

1. 業務・安全対策委員会の
開催

高齢者の健康増進と、生きがいをもって地域で暮らして行けるように、市
町及び社会福祉協議会等と連携して家事・生活支援に取組んだ。



実施時期 実施場所等 実　　　施　　　内　　　容事　　　業　　　名

10. 雪囲い班長会議の開催 ９月 事務所単位
大量の受注を円滑・安全に就業するため開
催した。（六日町地区：９月６日）

11. 雪囲い依頼者の把握 ９月～１０月 管内全域
円滑な作業日程が組めるよう、前年受注先
にハガキを発送し予約を受付けた。

12. 職群班編成の促進 年　間 事務局（所）
職群班の増に向け、新たに編成可能な職種
の検討を行った。

13. 就業基準の適正な運用 年　間 事務局（所）

同一就業先については、月１０日以内又は
週２０時間以内。継続５年限度（運転業務の
満７５歳限度）等の基準に沿って、適正な就
業機会の提供を行った。

14. 高齢者活躍人材確保育成事業

①　訪問型サービスB
　　担い手研修

７月１４日 ふれ愛支援Ｃ
就業会員の確保に努める　（南魚沼市、湯
沢町と共催）　定員２５人　　参加者８人

②　おそうじマイスターの
　お掃除教室

１０月２５日
１０月２６日

ふれ愛支援Ｃ

掃除の基本、掃除のマナー、コツと裏技、掃
除機、モップ、洗剤等の使い方、カーペット
染み抜きなど。２日で１回。
定員１５人  参加者９人

15.

セミナー
「介護送迎のしごと」

9月29日 ふれ愛支援Ｃ
介護施設、高齢者施設での送迎の仕事に
ついて知識や心がけについて説明した。
定員15人　　参加者１１人

16. 　技能講習

①　庭木剪定 5月31日 ふれ愛支援C
庭木の管理、整枝の理論と実技講習。
講習期間１日、定員１０人　　参加者５人

　　　グレードアップ ６月～１０月 一般家庭等
後継者育成のため、講師１人に対して受講
者４人。延べ１２人。

②　障子・襖張り 11月14日
塩沢保健セン
ター

技能の習得と向上を図る。
定員５人　　参加者５人

　　　グレードアップ 年　間 一般家庭等
後継者育成のため、講師１人に対して受講
者１～３人。

 ８月 ８日 ふれ愛支援C 定員　２０人　　受講者　９人

8月２９日 ふれ愛支援C 定員　２０人　　受講者　6人

3月28日 ふれ愛支援C 定員　２０人　　受講者 25人

④　庭木の管理等雪囲
　　い（雪囲い重点）

10月6日 ふれ愛支援C
技能の習得と向上を図った。
講習期間１日、定員１０人  参加者　５人

17. 安全対策会議の開催 ６月２１日 ふれ愛支援C

会員の就業中及び就業途上の事故ゼロを
目指し、どのような対策や周知・指導が必要
か、事務局と委員等が様々な角度から意見
交換を行った。参加者　４６人

18.
安全・適正就業推進員に
よる安全・適正就業指導

年　間 就業現場
就業中の安全確認と作業内容の点検を実
施するとともに指導を行った。

19. 就業現場安全パトロール 年　間 就業現場
受注先事業所・現場等へ役員・推進員が訪
問し、安全就業への配慮を要請するととも
に、就業会員に対して安全就業を指導し
た。※７月、１１月「安全・適正就業推進強化月間」に重点実施

（連合会主催）講習を通じて会員獲得を目指した。

③　安全就業および
　　マナー講習

職種を問わず就業の際に求められる最低限のマナー及び安全知識の習
得を図った。

（連合会主催）講習を通じて会員獲得を目指した。

生涯現役促進地域連携事業



実施時期 実施場所等 実　　　施　　　内　　　容事　　　業　　　名

20.
作業別安全・適正就業基
準の周知

年　間 事務局（所）
各種会議、打合せ会、パトロール時等あら
ゆる機会を捉えて安全就業を訴えるととも
に、作業別安全基準を遵守するよう指導を
強化した。

21. 安全・適正就業研修の充実

①　交通安全教室 10月1７日 南魚沼市・湯沢
町（全６会場）

「シルバーの日」会場にて、就業現場への行
き帰りでの事故防止を図るため、南魚沼警
察署の協力を得て開催した。
参加者１０１人

②　「いきいきクラブ
　　チャレンジ１００」参加

９月２３日～
１２月３１日

管内全域
交通安全意識を高め、事故防止に繋げるた
め、５人を１チームとし計４チームで１００日
間無事故・無違反にチャレンジした。
参加者２０人

③　安全就業指導教室 ６月２１日 ふれ愛支援C
安全対策会議において、草刈ほか外仕事に
係る事故の発生状況、防止対策等について
講演を行った。

④　運転業務研修 ６月～７月
六日町自動車
学校

運転業務就業会員を対象に、関係法令及
び実技指導研修を実施した。
全12回開催、参加者計70人

⑤　シニアドライビング
　　スクール

7月13日 ふれ愛支援C
南魚沼警察署交通課より交通安全講話を
受け、啓発DVDを視聴した。
定員30人　　参加者11人

⑥　運転業務安全講習

11月10日 ふれ愛支援C 参加者１３人

11月29日 ふれ愛支援C 参加者１５人

11月30日 ふれ愛支援Ｃ 参加者（会員） １４ 人

3月11日
湯沢町総合福
祉センター

参加者（会員） 4 人

Ⅳ　広報委員会事業

1. 広報委員会の開催 ５月１０日 ふれ愛支援C 第１回　会報７０号編集計画

　 ６月１３日 ふれ愛支援C 第２回　　　〃　　ゲラ刷校正

１１月９日 ふれ愛支援C 第３回　会報７１号編集計画

１２月１３日 ふれ愛支援C
第４回　　　〃　　ゲラ刷校正
　　　　令和６年度事業計画（案）の策定

2. 「シルバーだより南魚」
の発行

７月１０日
会報７０号：発行部数17,000部
（新聞折込による全戸配布）

１月１日
会報７１号：発行部数  １，３００部
（地域連絡員による会員への配布）

⑦　訪問型サービスB
　　従事者意見交換会

事前アンケートへの回答、地域包括支援センター、市役所等との意見交換
を行った。

本格的な降雪期を前に安全運転業務に係る講習を実施し安全就業に繋
げた。

会員、関係機
関等

※「シルバーだより南魚」に加え、行事や事故などの情報について各専門委員会が適宜広報を実施。

※業務の受注、会員の拡大のため独自チラシの配布を新聞折込で行った。


